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2014 年度の課題となっている。これらの一部は、9 月にオランダで開催される The 




















（3）　西宮市内の 1 小学校と 1中学校を対象とした小中学校の学級適応についての追跡研
究
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すくすくコホート三重では、小学 2 年生の WISC 知能検査を含む観察調査を終え
た。また、小学 3 年生の協力者には、2 月に郵送調査を実施した。NICU コホート
は、6 歳の観察及び、小学校 1 年生の郵送調査（春・秋）を実施した。
母子の生理的ストレス解明チームは、引き続き解析を行っている。





2014 年 2 月 28 日に全体会議が行われた。
（2）　今後の展望
2014 年度は、データ整理とその論文化を中心に行う。武庫川チャイルドスタディ
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学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室（初回のみ教育研究所 3 階 304
教室）を利用して、おおむね月 1 回、土曜日に開催された。講演・検討時間は、
10：00 ～ 11：30 である。開催日程と実施内容を表に示した。
表　子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発達」を学ぶ会
2013　開催報告
回 日　程 テーマ タイトル 担当者 参加者数 院生参加
1 5 月 11 日 概論 子どもの発達概論と今
年度の方針
河合優年、石川道子 27 名 1 名
2 7 月 6 日 乳児の運動発達 1 座位 石川道子 18 名 1 名
3 8 月 3 日 乳児の運動発達 2 ハイハイ 石川道子 18 名 1 名
4 9 月 14 日 乳児の運動発達 3 立位 石川道子 16 名 1 名
5 10 月 5 日 整理 運動を捉える視点 石川道子 7 名 1 名
6 12 月 14 日 乳児の運動発達 4 歩行 石川道子 9 名 1 名







11 名 0 名
8 3 月 8 日 まとめと展望 石川道子・難波久美子 10 名 1 名
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2） Kawai, M., Traynor, J., Takai, H., Terai, T., & Sunderland, J. （2013）. A Cross 
Cultural Comparison of Japanese and American Elementary and Middle-School 
Children's Attitudes and Behaviors toward Academic and Social Issues. Proceeding 
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and Abstracts of the 25th Japan-U.S. Teacher Education Consortium （JUSTEC）, 






会第 77 回大会発表論文集，P.1026.（北海道医療大学，9 月）
5） Sunderland, J., Kawai, M., Traynor, J., Takai, H., & Terai, T. （2013）. A comparison 
of Japanese and American elementary and middle school students' perceptions of 
academic and social issues. 37th Annual Pacific Consortium Conference: Sharing 
Perspective- International Conversations about Education: Recurrings Themes in 
PCC. （Hawaii Imin International Conference Center. University of Hawaii at 
Manoa, United States, June）
6） 玉井航太・難波久美子・河合優年・山本初実（2013）．潜在成長曲線分析を用いた
発達経路の探索的検討（2）成長パラメーターを予測する変数の検討．日本心理学
会第 77 回大会発表論文集，P.1029．（北海道医療大学，9 月）
7） 田中滋己・山本初実・河合優年（2013）．母体のストレスが胎児に与える免疫学的












1） 難波久美子・河合優年・佐々木惠・小花和 W. 尚子・山本初実・山川紀子・田中滋
己・玉井航太（2014）．システムズアプローチからみた発達過程（1）．日本発達心
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理学会第 25 回大会論文，P.594．（京都大学，3 月）
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